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次世代エネルギー対策調査特別委員会記録 
 

○開催日時 

平成２５年１２月１７日 午前９時５９分～午前１１時５０分 

───────────────────────────────────────── 

○開催場所 

第３委員会室 

───────────────────────────────────────── 

○出席委員（８人） 

   委 員 長  森 永 靖 子 

   副委員長  持 原 秀 行 

委  員  江 口 是 彦 

   委  員  大田黒   博 

委  員  宮 里 兼 実 

委  員  今塩屋 裕 一 

委  員  徳 永 武 次 

委  員  下 園 政 喜

───────────────────────────────────────── 

○その他の議員 

   議  員  瀬 尾 和 敬 

   議  員  橋 口 博 文 

議  員  川 畑 善 照 

議  員  杉 薗 道 朗 

議  員  井 上 勝 博 

議  員  佃   昌 樹 

議  員  小田原 勇次郎 

議  員  成 川 幸太郎 

議  員  森 満   晃 

 

───────────────────────────────────────── 

○説明のための出席者 

   新エネルギー対策監  向 野 陽一郎 

新エネルギー対策課長  久 保 信 治 

─────────―――─────────── 

企 画 政 策 部 長  永 田 一 廣 

───────────────────────────────────────── 

○事務局職員 

   議 事 調 査 課 長  道 場 益 男 

   議事グループ専門員  久 米 道 秋 

議 事 グ ル ー プ 員  上 川 雄 之 

───────────────────────────────────────── 

○審査事件等 

次世代エネルギーによる地域開発及び雇用創出に関する調査 

１ 次世代エネルギー関連実施事業の進捗状況について 

２ 甑島電気自動車（ＥＶ）レンタカー導入実証事業の実績等について 

───────────────────────────────────────── 
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   △開  会 

○委員長（森永靖子）ただいまから、次世代エ

ネルギー対策調査特別委員会を開会いたします。 

 本日の委員会は、お手元に配付しております審

査日程により審査を進めたいと思いますが、御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森永靖子）御異議ありませんので、

そのように審査を進めます。 

 ここで、傍聴の取り扱いについて申し上げます。 

 現在のところ、傍聴の申し出はありませんが、

会議の途中で傍聴の申し出がある場合は、委員長

において随時、許可します。 

─────────―――───── 

△次世代エネルギーによる地域開発及び雇

用創出に関する調査 

○委員長（森永靖子）それでは、それでは、次

世代エネルギーによる地域開発及び雇用創出に関

する調査を議題といたします。 

─────────―――───── 

△次世代エネルギー関連実施事業の進捗状 

況 

○委員長（森永靖子）まず、次世代エネルギー

関連実施事業の進捗状況についてに入ります。当

局に説明を求めます。 

○新エネルギー対策監（向野陽一郎）おはよ

うございます。 

 本日は大変お忙しいところ貴重なお時間をいた

だきまして、まことにありがとうございます。 

 平素より、次世代エネルギーに関する取り組み

につきましては、議員各位の大変な御理解と御協

力によりましておおむね順調に進んできているも

のというふうに理解をしてございます。 

 本日は、貴重なお時間をいただきましたので、

これまでの関連事業の進捗を主に御説明させてい

ただき、その中でいろいろと意見交換をさせてい

ただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願

いいたします。 

 説明につきましては、課長から対応させます。 

 以上でございます。 

○新エネルギー対策課長（久保信治）おはよ

うございます。 

 それでは、資料１に基づいて御説明いたします。

合わせてビジョンと、行動計画のうちの行動計画、

絵がたくさん載っているほうです。こちらの

４ページをお開きください。 

 ４ページの上のほうにありますけども、行動計

画の趣旨、ビジョンや未来像との関係というとこ

ろにテーマが右側に書いてあります。このテーマ

と、これを開いていただきながら資料１を見てい

ただきたいと思います。 

 資料１をめくって、１ページを見ていただきま

すと、四角で囲んであるものが１から、めくって

いただきますと２３までございます。２３項目、

進捗しているということでございまして。例えば、

１ページの１、スマートハウス（モデル）実証事

業（８ページ）ですよという、この８ページは資

料の８ページを指します。資料１の８ページを指

します。そして、テーマ３関連と書いてあります。

テーマ関連を見られるときに、こちらの先ほど言

いました行動計画を見ていただきたいということ

でよろしいでしょうか。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 

○新エネルギー対策課長（久保信治）それで

は、項目とポイントを御説明しますので、ちょっ

とめくりながらということになりますけど、よろ

しくお願いします。 

 スマートハウスモデル実証事業ですけども、資

料１の８ページを開いてください。 

 これはテーマ３関連ということでありますので、

エネルギーの使い方に配慮した生活様式の確立と

いうことになります。スマートハウスにつきまし

ては８ページを見ていただきますと、次世代エネ

ルギーに関する具体的な設備等を市民に提示し、

意識啓発を図るため川内駅東口付近にスマートハ

ウスを建設しますと。場所については、ちょうど

アンダーパスをつくっておりますけども、アン

ダーパスの工事中のところのＧＯＥＭＯＮさんが

ございますよね。ＧＯＥＭＯＮさんよりもＪＲよ

りのところの市有地に今予定しております。 

 見学者や短期滞在者に対し、創エネ・蓄エネ・

省エネを体感してもらうような事業を実施すると

いうことであります。現在の状況につきましては

設計積算中でございまして、先日の委員会のとこ

ろでも御説明しましたとおりちょっと今のところ

発注が厳しい状況にありますと。今公募をかけま

して無償貸与をいただきまして、約２，０００万

円強の無償貸与をいただいているところですが、

昨今の住宅関連の増によって単価も高くなってい

るということで非常に今は厳しい状況ではござい



－4－ 

ますが、いいものをつくろうということで鋭意検

討を進めているというところでございます。これ

がスマートハウスでございます。 

 また、１ページに戻っていただきまして、２番

はこの間シンポジウムを開きましたと。これは報

告でございます。 

 ３番は、次世代エネルギーフェア。３番と４番

が関連しますので御説明します。 

 ３番の次世代エネルギーフェアは、来年２月

２２、２３日に実施します。①の九経局、鹿児島

県と協働し、さらには生涯学習フェスティバルと

併設して、体感や実感、機会の提供をするという

ことでございます。 

 １ページの４番ですけども、吉本興業とタイア

ップした普及啓発ということで、生涯学習フェス

ティバルの舞台の公演の一部として実施すると。 

 それに先駆けまして③番ですけども、地元の住

みます芸人によるＰＲ隊を立ち上げまして、今、

市内ロケをしております。先週までで３回ロケを

しておりまして、生涯学習施設の今だとイルミ

ネーションをつくるところの取材に行ったり、高

城温泉に入ってもらったり、さらにはエネルギー

の施設を見てもらったり、イルミネーション点灯

式に参加してもらったりといった形で、エネル

ギーだけではなくて薩摩川内市のよさをＰＲして

もらいながら、最後には生涯学習フェスティバル

のほうに子どもたちのエネルギークイズ王という

形にして、薩摩川内市をさらにＰＲしてわかって

いただきながら、エネルギーのことを子どもたち

にわかっていただこうというようなことを進めて

いくというのが３番、４番でございます。 

 ２ページの５番が、市民普及啓発に係る次世代

エネルギーブックレットということになります。

本日お持ちでないかもわかりません。こういった

ブックレットを議員の皆さん方にもお配りしたと

思いますけども、これをもとに市内の生徒さんを

対象として出前講座等を実施しています。今のと

ころ八幡小学校が１校ですけれども、３学期に入

りますと４校、５校、６校程度で進めていくと。

さらには、子ども会であったり、ＰＴＡであった

りというところ、それから、高校、女子大、そう

いうところでも使っています。この中身につきま

しては、ただエネルギーのところを勉強するだけ

じゃなくて付録がついておりまして、こういった

多面体の地球儀をつくる付録とか、くしゃくしゃ

に丸めて最後に南極をつけると地球ができ上がる

といったようなものもついていまして、簡単に捨

てられないような、みんなが使えるような楽しい

もに仕上がっています。こういったことで今活用

しておりまして、ページでいきますと１２ページ

でございますが、きめ細かな説明をしていきたい

ということでございます。 

 それでは、また２ページに戻っていただきまし

て、地球にやさしい環境整備補助金でございます。

これは太陽光であったり、燃料電池であったりと

いったものを補助するものでございまして、

２５年１１月３０日現在の予算執行率は７５．

５％で、１２月補正でまた増額補正予算を上げる

ものでございます。 

 ７番が、総合運動公園防災機能強化事業という

ことでございます。１４ページをごらんください。 

 下のほうに１１月２０日現在の写真がございま

す。現場をごらんになった方もいらっしゃると思

いますが、こちらから入りますとちょうど左側の

手前の駐車場に屋根つきの駐車場をつくりまして、

その上に太陽光パネルが乗っているということで

ございます。このパネルを全部合わせますと

６７０キロワットでございます。全量売電が

６３０で、自家消費が４０ということで、一般家

庭約２００世帯分のパネルが置いてありまして、

通常は売電しながら、もしくは省エネをしながら、

このイニシャルにかかりましたコストを回収して

いくと。さらに、当てにはなりませんけれども災

害時においてはこの太陽光パネルから電気を供給

するというようなことで今やっているところでご

ざいます。 

 現在の状況でございますが、あとパワーコンデ

ィショナーという機器がまだ１カ所ついておりま

せんで、それが１月末につく予定でございまして、

２月の頭には竣工式ができるような予定で進んで

おります。もう試運転をしておりまして、写真で

ございます第４駐車場のパネルについては売電が

できている状況になります。今の状況は高い売電

の金額ではなくて通常の安い、今の電気料金で売

電しつつ今試運転をしているというような状況に

なっております。これが７番の総合運動公園防災

機能強化事業でございます。 

 また２ページに戻っていただきまして、８番の

川内駅ゼロエミステーション化（低炭素化）検討

事業でございます。 
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 これにつきましては、市民との対応の中で非常

に多かった薩摩川内駅が薩摩川内の玄関口である

ので、まずはそこがエネルギーの情報発信基地で

あるべきであるということでありましたので、今

どういうふうなことができるかということで検討

し て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 ま ず 、

１，５００万円の中で単独費でやろうということ

で予算をつけていただいたところですが、国と国

交省に交渉したところ２分の１の補助をいただけ

るということになりまして、公募をかけたところ

三菱電機が受注しまして鋭意今検討をしていると

いうふうな状況でございます。 

 続きまして、３ページでございますが、９番、

再エネによる地域防災機能に関する共同研究事業

ということで、これは１２月補正で上がっている

ものでございます。内容について御説明しますの

で、１６ページをごらんください。 

 東日本大震災において、まず電源確保が非常に

大事だということになりましたので、この課題に

対応するために、九州大学や鹿児島大学、企業等

の産学官連携により、防災機能強化に関する共同

研究をするということでございます。複数の災害、

もしくは単独の大きな災害があったときに、まず

行政、病院、避難施設に最低限の電力を、例えば

分散した電力でどのように送ったらいいかという

ようなモデルをつくって、それをシミュレーショ

ンし、国の社会実証といったようなものにもって

いけないかというものを研究するというものでご

ざいます。今、これは補正予算に入っております

ので、通りましたらこういった事業に進めていく

というふうなことでございます。 

 続きまして、３ページの１０番ですけども、公

共施設の屋根貸しによる太陽光発電事業というこ

とでございます。これにつきましては１７ページ

をごらんください。 

 公共施設の屋根に太陽光をつけるということで

公募をかけたところ、実施予定ということで

３３施設に実施事業者３者が手を挙げていただき

まして決定しましたということとなっております。

現在、現場を見ていただいておりまして、近く協

定を結ぶということでございます。現場の状況に

よっては３３施設が減る可能性というのはござい

ますが、まず、屋根をお貸ししまして最低平米当

たり年間１００円で賃貸しするということです。

そして、２０年間の屋根の補修等についてもその

事業者に見ていただくと。さらには、その施設に

対しては、もし災害が起こった場合はその太陽光

から電気を送るようなことにするということで、

住民の安全、安心、それから、企業としては事業

ができるということ。それから、施設の有効利用

ということで３者がよいというような事業となっ

ております。今のところまだ協定を結んでござい

ませんので、協定を結びましたらまた御報告した

いと思っておるところでございます。 

 続きまして、また戻っていただきまして３ペー

ジでございます。 

 ３ページの１１番が、次世代エネルギー推進補

助金ということで、発電事業により増加しました、

取得とか借り上げによって増加しました固定資産

税相当額を補助金として交付するというようなも

のでございます。 

 １２番、１３番が、甑島におけるレンタカー導

入実証事業と超小型モビリティ実証事業でござい

ます。これについては後で詳しく御説明しますの

で割愛させていただきます。 

 続きまして、１４番が川内駅から川内港までの

シャトルバスの導入事業ということでございます。

高速船の就航に合わせて川内港へのシャトルバス

と電気バスを導入するということでございます。

現在のところ、４月２日に向けて進めているとい

うところでございます。 

 続きまして、１５番ですけど、小鷹井堰地点ら

せん水車導入実証事業ということでございます。

ただいま、水利権取得のための１年間の流量調査

が終わり、今後、県と水利権取得について進めて

いくということで、おおむね県のほうからは大丈

夫だというものはいただいていますが、完全にも

らえるのは３月ではないかというふうなところで

ございます。今年度中に詳細設計を行い、来年度

中には建設が終わるということになっておりまし

て、来年度の実証開始を予定してます。来年度建

設して来年度実証するというような予定になって

おります。 

 １６番が、産学官連携デジタルグリッド実証実

験ということで、スマートハウスに東京大学と連

携しまして電気の使い方によって快適な暮らしを

実現しようと、電気と言うか蓄電池です。蓄電池

を活用して少ない電力量を系統からもらいながら、

通常は快適な生活を実現できるというふうなこと

をやってみたいということが第１ステップとして
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進めていこうというのが１６番でございます。 

 続きましては、５ページの１７番がスマートグ

リッド実証事業ということで、旧寄田中跡地に今

１０月３０日に竣工したものは太陽光パネルと模

擬の電力網をつくりまして、そこでたくさんの太

陽光パネルが今後できたときに系統はどうなるだ

ろうかという実験を行うというのが、まず１０月

３０日に竣工しています。 

 もう一つ実験されるのが、約５００戸の家庭モ

ニターを募集して仮想の電気メニューをすると。

この意味は、今までは電気のピークに合わせて発

電をしていたということなんですが、逆に発電を

一定として需要のほうからコントロールすると。

今電気が足らないなという情報を発信して、節電

してもらうことで需要をコントロールするという

ような実証実験をやろうということで、今公募を

かけていらっしゃる段階であります。 

 続きまして、１８番が分散型エネルギー導入イ

ンフラ事業ということでございます。総務省のモ

デル実証事業でございまして、総務省が全国にモ

デルをないかということで公募がございましたの

で、薩摩川内市も手を挙げたところ３１団体の一

つとして挙がったと。いいですよということにな

りましたということで３００万円ほど委託費をい

ただきましたので、その委託費の範囲内で甑島に

おける再生可能エネルギーの導入に向けたインフ

ラの整備の可能性を調査し、今後は全国展開でき

るようなモデルを構築して、全国実証の地区選定

をさらに国は絞るということでしたので、３１か

ら幾らか絞られるところに入るようにしたいとい

うものでございます。これは１２月補正案件でご

ざいます。 

 １９番が、次世代エネルギービジョン推進会議

ということで、ビジョン推進委員会を発展解消し

て、さらに推進会議として後押ししていただこう

というものでございます。 

 ２０番が、次世代エネルギー導入促進協議会と

いうことで、これにつきましては１１月３０日現

在６９社いらっしゃいますというものでございま

す。 

 ２１番が、鹿児島大学との連携協定ということ

で、鹿児島大学と次世代エネルギーに関する協定

を締結し、第１回目の連携協定となるのが九州大

学等と連携により行います、先ほど御説明した地

域防災機能強化に関する共同研究でございます。 

 ２２番が、各種団体・機関との意見交換でござ

いますが、これまで９７回、それから、延べ

３，１００名の方と意見交換会を実施しています。

この意見交換会を今後も引き続き行いながら出前

講座等を実施していきたいと。その出前講座等で

先ほどお示ししましたこういったブックレットと

か、パンフレットを活用したりということで意見

を反映しながら事業を進めていきたいということ

でございます。 

 ２３番が、次世代エネルギー関連行事のイベン

トでございます。来年の２月ですけども、先ほど

御説明した２月の頭になろうかと思いますけども、

防災機能強化事業の竣工式ができるのではないか

と考えております。 

 それから、②ですけども、２月２２日、２３日

は生涯学習フェアと合わせまして、次世代エネル

ギーフェアｉｎ薩摩川内を県とタイアップして実

施したいということでございます。 

 以上で説明を終わります。 

 済みません、もう１つ参考ではございますけど

も、資料１の３１ページをごらんください。 

 薩摩川内市内の発電施設の状況が書いてござい

ます。 

 平成２７年度末導入予定量はどうなるかという

ことでございますが、まず、左上のほうに①から

③にございます既存の基幹電力が原子力、火力、

それから、甑島におけるディーゼル発電所がござ

いますということでございます。それが下のほう

の四角にあります風力であったり、太陽光であっ

たり、バイオマスであったり、小水力というもの

ができ上がりますと、２７年度末になりますと年

間発電量で２．３億キロワットアワーになりまし

て、世帯換算で６万５，０００世帯分が発電され

るであるというふうなことになります。 

 以上で説明を終わりたいと思います。よろしく

審査賜りますよう、お願い申し上げます。 

○委員長（森永靖子）ただいま説明がありまし

たが、これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

 全体通じて２３番までずっと一括してでしょう

か。それとも、やりやすいほうを。 

 進め方としましてどうでしょうか。皆さん

２３番までの全部どこでもといった感じで言った

ほうがよろしいですか。それとも、どのほうがや

りやすいでしょうか。全部一緒でいいですね。そ
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のようにしていきますので、御質疑願います。 

○委員（江口是彦）まず、１点目のスマートハ

ウスが東口付近につくられるということで、私も

委員会でちょうど飯田市でしたっけ、スマートハ

ウスを見学したんですが。具体的にはどういうふ

うな、例えば見学者とか、周辺も含めてでしょう

けど、さまざまに体感してもらうということです

が。例えば常駐の説明員というか、ずっと説明す

る人を置いておいて資料なんかを整備しながらず

っと見学者に、団体見学者だったらちょっとビデ

オを見せたりしながら説明をするとかいろいろ工

夫されるとは思うんですけど。一人一人見に来る

場合と、ツアーというか、視察で１０人程度とか、

２０人程度で来られる場合とかいろいろ対応が違

うと思うんですが、その常駐者も含めた専門家も

含めた設置状況、どういうふうに計画されている

のか。資料パネル等も含めてですね。 

○新エネルギー対策監（向野陽一郎）現状、

私どもが今考えていることを少し御説明をさせて

いただきます。 

 家そのものは、スマートハウスというのはちょ

っとわかりにくいので、少しイメージを持ってい

ただくためにスマートハウスのイメージをまず御

説明させていただきますけれども、現時点ではエ

ネルギー施設といたしまして、住宅太陽光、太陽

光の発電設備を設置いたします。それから、発電

してできた電気をためられる蓄電池も導入したい

というふうに考えております。さらに申し上げる

と、地球にやさしいの補助メニューにも追加いた

しましたけれども、家庭用の燃料電池、つまり、

ガスを使って電気をつくり、それから、電気をつ

くるときに出てきた熱を使ってお湯をつくるとい

うような仕組みのものがございますけれども、そ

ういったものを導入してまいります。あとは、う

ちの中に入ったらエネルギーのいわゆる見える化

端末、今どのような形で家の中で、例えば電気が

使われているのかということが見えるような情報

盤も設置したいというふうに考えておるわけでご

ざいます。これらのものが基本的に設置され、こ

れらを体験していただくような仕組みをつくって

いきたい。例えば、この機器を使うとこれぐらい

エネルギー、例えば、電気が使われるんだねとい

うようなことをわかりやすく説明できるような設

備にしていきたいというのが１点でございます。 

 それから、委員が御指摘をされたように常駐者

の有無につきましては、常駐者でございますけれ

ども、現時点ではきめ細かな説明をする必要があ

るというふうに考えておりまして、なおかつ、来

られた方々がまた何度も来ていただけるようにと

いうことで、丁寧な対応を心がけていきたいと思

っておりまして、常駐者も置いておきたいという

ふうに考えてございます。その上で、来られた

方々には、例えばテレビのモニターなどを使った

ＰＲのビデオでありますとか、スマートハウスの

資料の配付でありますとか、そのようなことを通

じて普及啓発に努めていきたいというふうに考え

ております。さらに言えば、市内外の方が気軽に

寄っていただけるような、特にリビングなんかは

そのスペースにしていきたいと思っておりまして、

そこでまちづくりについての意見交換が交わされ

るようなことも期待しているわけでございます。 

 それから、１点、一番最初の点に戻らせていた

だきたいわけですけれども、エネルギーの設備と

いたしましては現状地中熱の活用も考えてござい

まして、地中熱を活用した空調設備というような

ことも検討しているわけでございました。 

 以上でございます。 

○委員（江口是彦）こういう実験ハウスという

か、モデルハウスをつくる場合、そこで何を目的

にするかとか。例えば、１年たった後、これを見

に来た人が１万人に達しましたとかいうようなそ

ういう場合もあるだろうし、それから、今言われ

た地中熱とかいろんな工夫がされている、これを

市民の方の家でもやりたいと、そういうのはどう

したらいいのかということで普及効果がある場合

もあるでしょうし、それか、もう一つはやっぱり

いろんなデータをここで蓄積されるんでしょうか

ら、太陽熱の場合の売電効果がどうかとか、それ

で、そういうのをまた市民に啓発とか説明をして

いく資料にもなるだろうし。そういうモデルハウ

スの目的とか、ここで何を得られるんだというの

は、はっきりしておかんと、ただ視察者が１万人

になりましたというところだけが、みんな見に来

てびっくりして帰られましたというようなことに

なると思うんで、具体的なやっぱりこのハウスを

置くことによって目指すものを当初しっかり立て

られたらいいんじゃないかなというふうな気がし

ます。 

○新エネルギー対策監（向野陽一郎）大変貴

重な御指摘をありがとうございました。 



－8－ 

 家のそもそもの設置の目的は、スマートハウス

を通じた新しい生活様式を御提案していくという

ことでございました。したがいまして、市民の

方々を特に念頭に置けば、市民の方々に十分な普

及啓発を行う。つまり、資料や映像だけではなか

なか御理解をいただけないものの実物をお示しを

して、御自身の今後の生活設計の参考にしていた

だくというふうなことが大目的でございます。し

たがいまして、さまざまなエネルギー設備を導入

することを考えておりますし、少し欲張った言い

方をすれば、このような生活が定着していって、

多くの方々が薩摩川内市の暮らしぶりというのは

いいねというふうに思っていただいて、先々気の

長い話でございますけれども、定住促進などにも

つなげていければというようなことも期待してい

るわけでございます。 

 以上でございました。 

○委員長（森永靖子）よろしいですか。 

○委員（徳永武次）ちょっと教えてください。 

 公共施設の屋根貸しの事業があるんですが、

３３施設で延べ面積と、それから、１平方メート

ルは１００円ということですから賃貸料の積算が

できていれば教えていただければと思います。 

○新エネルギー対策課長（久保信治）今の御

質問につきましてお答えします。しばらくお待ち

ください。 

 約でいきますと８０万円ほどの収入がございま

す。平米が１００円ということでございますので。 

 失礼しました。正確に言います。設置予定面積

が８，１８９．６平米で、金額が８２万

１，２４０円を今は予定をしておりますが、正確

に測量されてここはつけられないとか、もうちょ

っとつけられるとかいうことになりますと、もう

ちょっと広くなったり、それから、金額がふえた

り減ったりとすることになります。概算でいきま

すと８０万円程度ということになります。年間で

す。 

○委員（徳永武次）これは学校施設も入ってる

んですか。 

○新エネルギー対策課長（久保信治）学校施

設も入っております。学校施設は藺牟田小学校、

それから、学校給食センター等の施設、それから、

亀山小、川内小、育英小といったところがあがっ

ています。あとは、体育館にも少々手が挙がって

おるというところでございます。 

○委員（徳永武次）施設としては平面が多いん

ですよね、屋根は。確認だけです。 

○委員長（森永靖子）よろしいですか。ほかに

ありますか。 

○委員（今塩屋裕一）次世代エネルギーの関連

実施事業の進捗状況ということで。鹿児島県内で

いろんな説明会が開かれていまして、特に私も個

人的に意見を聞いて、意見をいろいろ出される方

がいらっしゃって。小型式の磁気を使った風力発

電、この説明会が姶良、鹿児島市内で説明会があ

って、金額にするとキロ５７円と。また来年３月

になると風力発電の買い取り額が変わってくるん

ですけど、この買い取り額は全く変わらないとい

うことで。この小型式の風力発電、大体４０坪に

６基ぐらい据えて３，０００万円ぐらいの投資で、

風速２メートル以上あれば採算があるということ

なんですけど――薩摩川内市は今そういった意味で

風速２メートル以上のところをいろいろ調査する

ところもあるみたいなんですけど、そういった進

捗状況でこういった形に、もちろん経済産業省か

らの補助金をもらいながら可能性があるとか、い

ろんなそういった受け入れ態勢、いろんな話を聞

いたことはないでしょうか。 

 あともう１点、太陽光発電が主流になっている

んですけど、紫外線を使った発電とか、これに対

応する今後の考え方とか、もちろんこれも国の補

助金とかもらえるのだったら民間も参入したいと

いう声を聞くもんで、そういったことはお聞きし

ていないでしょうか。 

○新エネルギー対策監（向野陽一郎）今の委

員の御質問につきまして一つ一つお答えをいたし

ます。 

 小型風力に関しましては、いろんなメーカーさ

んがいろんな形のものを製造、それから、実験を

しておられるというふうに認識をしてございます。

それで、小型風力の導入の御相談なども市内の事

業者さんから時々は受けておるわけでございまし

て、私どもで判断し得る限りでそもそも経済性が

あるのかどうかということについては、なるべく

慎重な言い方でお返しをしているところでござい

ます。一方で、今御指摘のありました再生可能エ

ネルギーの全量売電制度との関係でいきますと、

恐らく国の方針としても予想でございますけれど

も、風力発電には今後少し光を当てていくような

ことになるんではないかというふうに考えており
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まして、そうであれば地域でも風力発電、特に小

型風力も含んだ小型発電の導入可能性などについ

ては私たちも積極的に検討していく必要があるか

なというふうに考えております。 

 ちなみに、ビジョンや行動計画を策定したとき

に、大体どの辺の風況がいいのかということにつ

いては資料としてまとめてございます。これら全

てもう公開をしておりますので、事業者さんから

お問い合わせがあったときにはこのような形でウ

エブサイトなど、あるいは当該資料をごらんくだ

さいということで御案内をしているところでござ

いました。 

 もう一つ、紫外線を活用したような発電という

ようなことで、いろんな発電の方法が、あるいは

発電の機器が検討、それから、開発されていると

いうふうに承知をしておりますけれども。私ども

も次世代エネルギーを活用したまちづくりの中で

は、いろんな発電の設備の研究開発の推進という

ようなこともうたってございますので、私たちが

できることは限られてございますけれども、でき

るだけ開発を進めていただけるような環境づくり

を進めてまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございました。 

○委員（今塩屋裕一）やっぱりモデルハウスを

つくる上でもそういった民間の力じゃないですけ

ど、やっぱり民間の方々もいろんな説明会とかが

鹿児島県内である。特に、今、対策監が言われた

とおり風力にはすごく光がこれからあたるんじゃ

ないかということで。私も聞く中じゃ来年３月に

なれば買い取り額も変わってこないと。下げる一

方じゃなくてそのままだとなれば魅力もあります

し、そういった形で民間の建築会社とのタイアッ

プじゃないですけどまた呼びかけをして、民間の

個性を生かしたそういうモデルハウス――そして、

そうなればやっぱり他県の方も視察に来られれば

こういったモデルハウス――私どももこの間行政視

察をする中で、長野でしたけどペレットを使った

そういう環境にいい家づくりを視察したところだ

ったんですけど、またそういったペレットを多用

した暖炉と言うか、そういうのもありましたから、

そういうのともタイアップしたモデルハウス、の

よりよい、また評価したような企画が入れられれ

ばいいと思いますけど。そういった民間の声を聞

いての、こういった建物を建てたいとか、企画を

入れたいとか、そういうことは聞かないでしょう

か。 

○新エネルギー対策監（向野陽一郎）もう一

度スマートハウスの現状について少し補足をさせ

ていただきます。 

 今の御指摘を踏まえた上での回答になりますけ

れども、民間の方々のお力添えをいただいた形で

家の建設を進めていったらどうかということと理

解をいたしました。現状さまざまなエネルギーの

機器、その他、家に設置をする備品につきまして

は、８月末からいわゆる無償貸与の公募をさせて

いただいております。つまり、私たちの経費の削

減にもつながるような格好での無償貸与を実施し

たところ、市内外の企業の方が大変賛同してくだ

さいまして、今１３の企業、団体の方から無償貸

与のお申し出をいただいてございます。これも金

額にしましても相当な金額になるんですけれども、

そのような形で多くの民間企業、それから、団体

の方々がそれぞれの事業に関連するようなところ

の設備を無償貸与していただくということで、薩

摩川内市の取り組みに協力していこうという機運

はもう既に生まれております。 

 今後も、私たちのこれはＰＲにもなりますし、

もっと言うと経費の削減にもつながるわけでござ

いまして、このような形での民間企業の方々の活

力を生かしたスマートハウスの建設というのは、

しっかり進めていきたいというふうに考えており

ます。 

 以上でございました。 

○委員長（森永靖子）いいですか。 

○委員（大田黒 博）少し関連しますけれども、

今、対策監が民間の無償貸与とか、今塩屋委員へ

の回答に対しての関連なんですが。民間でのメガ

ソーラーが、今こんなに全国ではってきて、経済

産業省がその金額を下げるか云々かの瀬戸際です

よね。その中で、姶良での研究発表のときに、風

車が３００に来ているという情報を私も聞きまし

たけれども。それが話を聞くと５７円が推移する

ということ――経済産業省がそういうのを研究して

いるということ、を皆さん方は情報が入ってます

か。入ってませんかその辺は、どうなんでしょう

か。 

○新エネルギー対策監（向野陽一郎）今の御

指摘の件でございますけれども、姶良の発表会の

話は大変恐縮ながら私どもは承知をしておりませ

んでした。一方で、来年度の買い取り価格につき
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ましては、来年早々から恐らく調達価格等算定委

員会というのが開催されまして、１月から３月の

間に何度か議論を重ねた上で来年度の価格が決定

されます。というサイクルになっておりまして、

したがいまして、この議論の推移をよく見ていく

ことこそが私どもにとっては大変重要なことでは

ないかなというふうに考えております。 

 以上でございました。 

○委員（大田黒 博）前回の委員会でも僕は確

認しましたけれども、同じような答弁でしたよね。

ですけども、静岡の業者さんですよ、経済産業省

に対して５７円で推移するというものが鹿児島県

を中心にもう全国欄に出ていると、経済産業省は

研究してるんだろうな、その価格についてですよ。

そういうのが全国欄にバーンと出てるのに情報が

入ってこないとなると少し不安を与えるんです。

鹿児島銀行が、各銀行が、金融関係がメガソー

ラーにおいてはもう経済産業省のマークがあると

それだけの融資をするというもので。皆さん、農

家の方も、農業の方も少し土地があったらメガ

ソーラーをはっておられるんですよね。その方々

が、今後そういうものの算定に影響があるのか、

ないのか、ものすごく不安なんですよね、我々の

立場上ですよ。融資を受けた、それだけのものを

家族で出資して、１，０００万円、２，０００万

円と投資されて、もっと大きい方は少し山を崩し

てはられる方もおられますけれども、その金額が、

その経過がわからんことには不安ですよね。我々

はそれが不安で風車がそれだけ５７円で推移する

んであれば、何か切りかえもしなきゃいけないで

しょうし。もう一つ大きなものは、１１月でした

か、南日本新聞の１面に国が今後のエネルギーに

対してメガソーラーではなくて、原子力だけじゃ

なくていろんなエネルギーが出てくるものに対し

ての見直しをするというのが１面にボーンと載っ

ておりましたけれども、その辺の情報等は入って

きておりませんでしょうか。 

○新エネルギー対策監（向野陽一郎）大きく

言うと二つだというふうに理解をしてございます。 

 今委員が御指摘をされた、いわゆる買い取り価

格のところはいろんな憶測が飛んでいるのが事実

でございますけれども、現時点では来年度の価格

は決まってないというふうに認識してございます。

したがいまして、他方、御指摘をされたように出

資者の方でありますとか、発電事業者の方が大変

今後の行き先がわからないので不安だというお声

がたくさん出てくるのであれば、私どもとしても

しっかり情報共有、もうちょっと言うと、経済産

業省に行ってもうちょっとしっかりと情報共有、

あるいは情報をしっかり取ってくるということが

大事ではないかなと思っておりまして、そのよう

な努力はしっかりやっていきたいと思います。 

 これが１点目でございまして、２点目でござい

ますけれども、今御指摘をいただいたエネルギー

政策の見直しは、恐らくはエネルギー基本計画の

見直しの件ではないかというふうに考えておりま

す。実は、エネルギー基本計画につきましては、

経済産業大臣の諮問機関であります総合エネル

ギー調査会の中でもう累次にわたって見直しをや

ってございまして、今１２回だか議論をやってご

ざいます。このほど、いわゆる素案になるような

ものが提示されておりまして、実は、当該情報に

つきましてはインターネットなどでも配信をされ

ている状況でございます。したがいまして、私ど

もも国のエネルギー政策の中身につきましては、

しっかりと情報を収集して、それを施策に反映し

ていかなければいけないという問題意識のもとで

常々情報収集をしてまいったところでございまし

た。したがいまして、可能でありましたらいろん

な場でエネルギー基本計画の議論がどうなってい

るのかということについても御紹介をしていきた

いというふうに考えております。 

 以上でございました。 

○委員（大田黒 博）要は、情報が入ってくる

のは新エネルギー対策課がある薩摩川内市の中か

なと思っているんです。民間が幾ら情報を得ても

経産省からの情報は皆さん方が一番先に入ってく

るんじゃない中と思っているんです。しかし、こ

れだけのエネルギーの時代が変わるだろうと思っ

ている中に皆さん方がそういう情報をしっかりと

キャッチしながら発信していく、我々に情報を少

しでも与えてもらわんことには、我々も今みたい

に外から入ってきてその対応をどうするかという

ふうになってくると、やはり問題が出てきたり、

新エネルギー対策課がある中に薩摩川内市の原子

力を構えた市がこれからやっていくには一つ問題

点があるんじゃないだろうかと思っておりますの

で、今、対策監が言われたものでしっかりと情報

を入れていただいて、我々にも情報をいただきた

いと思いますので、よろしくお願いします。 
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 それと、９番、１６番、２１番の大学との産官

学の連携の件なんですが、その中で一つずつはわ

かるんですけれども、大変いいものなんですけれ

ども、２１番あたりにうたってある蓄電池あたり、

大学側が蓄電池のこれからのあり方をどう言われ

ているのか少しよかったら教えていただけません

でしょうか。 

○新エネルギー対策課長（久保信治）今、大

学との連携ということで、三つの連携事業という

のを今模索しているのがございます。防災のとこ

ろと、それから、スマートハウス内における蓄電

池のところと、それから、分散電源というところ

でございますが。いずれにしても再生可能エネル

ギーでつくる電気は何度も御説明しておりますが、

太陽が照ったり、風が吹いたり、それから、水が

流れたりということで安定した電源ではないので、

それをいずれか安定させるためには蓄電の技術、

もしくは蓄電に変わるように例えば水を揚水して

おくとか、蓄電に変わるような技術というのが多

分重要だという認識で国も蓄電池をさらにコンパ

クトで大容量で実現化できないだろうかというこ

とに力を使っていらっしゃると。その中の一つに

電気自動車が身近ですので、とにかく電気自動車

をたくさん導入することでそこに電池が入ります

ので、その電池の値段をとにかく安くコンパクト

にしていこうという技術革新をするためにはまず

はたくさん普及させる必要があるということで、

国のほうとしても電気自動車をさらにふやそう、

それから、家庭用の電池もふやしていこうという

ようなことで企業の開発するノウハウを生かして

いこうと、出口に補助金を出すことで企業がそこ

に開発能力を傾注しようというふうなことで進め

ていらっしゃるというふうに聞いております。で

すから、大型の電池であったり、もしくは家庭用

であったり、それから、小さな蓄電池であったり

と、いろんな電池部門というのは今後技術革新と

いうのは進んでいくものだと、さらには安くなっ

ていくものだというふうに認識しております。 

○委員（大田黒 博）今言われる中で、確かに

蓄電池が安くならない限り電気を供給したものが

スムーズに行かないような気がするんです。電気

バスが４月から走りますけれども、これにおいて

も蓄電池を積んでおかない限りトラブルがあるよ

うな気がするんです。一般のものにしても冬場の

暖房をかけたり、熱風をかけたり、そういうエア

コンよりも、そういうものの電池がふえる気がす

るんです。電気バスにしてもそうじゃないかなと

思うんですが一定の予測をされて、それだけのも

のがシミュレーションされているんでしょうけれ

ども。この蓄電池は、各電気店に行きますと

４０万円から３０万円しますね。その中でおりて

こんことには、この電気自動車で関係のこういう

ものも普及がいまいちかなと思っているんですけ

れども。この開発がどこまで進んでるのか、その

辺も少し――リチウムとか電池の種類がいろいろあ

って、その開発も聞きますけれども、やはりそう

いう情報も少し、我々、次世代エネルギー対策調

査特別委員会にも、どういうものが蓄電において

はどういうものがあって、その全国版でしてるん

ですよというものも少し説明をいただいたり、や

はりこの委員になっている以上、やはりこれから

蓄電池がどれだけ進んでいくかによって、このエ

ネルギーの開発にも影響してくるような気がしな

いでもないんです。やはりメガソーラーをはって

も、そこには売電しかないわけです。売電の価格

が下がってくると蓄電しかないわけでして、どこ

に行こうが、地方であろうが蓄電池があればそれ

だけのものが、今度の蓄電池があればそれだけど

ういうものがクリアできるんじゃないだろうか、

我々素人考えで思いますけれども、そういったも

のもこの委員会に提供していただいて、先ほど言

いました経済産業省からの情報とか、そういうも

のも合わせて我々に提供をお願いしたいと、委員

長にもお願いしておきます。 

 以上です。 

○新エネルギー対策監（向野陽一郎）情報共

有、あるいは情報提供させていただくというのは

大変重要なことだというふうに認識しておりまし

て、今の委員の御指摘も踏まえた格好で、御関心

はさまざまだと思いますので、なるべく御関心に

沿った形での情報提供に努めてまいりたいと思い

ます。特別委員会そのものは年に数回しかござい

ませんので、もし急を要するような情報がござい

ましたら、大変恐縮でございますけれどもボック

スへの資料提供などを活用させていただきながら

積極的な情報共有に努めていきたいというふうに

考えております。 

 以上でございました。 

○委員長（森永靖子）ぜひお願いします。 

○委員（徳永武次）今の話に関連はなるかわか
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りませんけど、スマートグリッドの実証試験がさ

れていますよね。そして、全自治会にモニターア

ンケートをとってらっしゃいますよね。このアン

ケートで市民の方々の実証試験に対する期待度と

いいますか、新しい市民サービスの。この辺はど

ういう期待度が出ていたか、もしよければこの委

員会に出していただければと思うんですけど。 

○新エネルギー対策課長（久保信治）今アン

ケート調査と、それから、そのアンケート調査に

基づいてさらに公募をかけていますので、それを

取りまとめた状況になりましたらば、ぜひ情報提

供したいと思っております。 

 今、速報値で申しますと、かなり電気に関する、

エネルギーに関する関心があられる方というのは

既に太陽光を入れたり、時間帯別の料金にされた

りという節電であったり、省エネに対してもかな

り興味があられるという結果にはなっております。

それに全然無関心な方々に対してどういうふうに

電気の需要をやっていくかというところもござい

ますけれども、それも含めて実証実験の中でどの

ような重要コードになるかということを実証した

いというふうに考えておりますので、またアン

ケート調査がまとまり次第お配りしたいと思って

おります。 

○委員長（森永靖子）よろしいですか。ほかに

ありますか。 

 質疑は尽きたと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

○議員（井上勝博）質問回数が限られておりま

すので、幾つか御質問したいと思います。 

 一つは、スマートグリッドのことですが、

５ページのです。これは５００戸の家庭が参加す

るということですが、いわば電気を安定化させる

ということの実証試験ということだと思うんです

けど、ちょっとこの仕組みというか、売電自身は

今電力会社への売電しかできないんですよね。こ

れはお互いに電気を共有し合うということにお考

えなのか。そうすると、太陽光でできた電気をほ

かの家庭に売るということにはできないわけなん

ですが、これはお互いに分け合うことについては

法律的な範囲内でできるんだということなのか、

少しその辺がよくわからないもんですからお答え

願いたいと思います。 

 それから、中パのバイオマス、かなり規模が大

きいわけですが、熱を利用しないと非常にもった

いないというふうにも言われているわけですよね。

この熱利用については、次世代エネルギー関連事

業との関連はないのかどうか、そこら辺は関連し

ようとしているのかどうかということが２つ目で

す。 

 それから、メガソーラーなんですけど、あちこ

ちで自分の土地を提供してメガソーラーがどんど

んできているという感じがするわけですが。これ

らの最新情報というのが含まれてはいないんじゃ

ないかというふうに思うんです。この６万

５，０００世帯分というのはもっとさらにあるん

じゃないだろうかと。そこら辺はそういう資料と

いうか、経産省か何かのホームページを見ると古

い資料は載ってまとまってくるんですが、最新の

情報というのはどうなっているのか知りたいとこ

ろなんですが教えていただきたいと思います。 

 それから、飯田市のお話がありましたけれども、

飯田市に行ってやっぱり感じたのは、あそこは市

民に参加させると。太陽光にしても、風力にして

も、市民が参加できるように会社が立ち上がって

いて、その会社がどんどん普及しているわけです。

今のところ企業が中心のような気がするんです。

例えば、コミュニティがやるにはどうしたらいい

のかとか、一般の家庭がしたらどうしたらいいの

かというノウハウを提供するというような形での

再生可能エネルギーの普及というふうになってい

るのかどうか、これについてちょっとお聞かせ願

えればありがたいです。 

○新エネルギー対策課長（久保信治）五つの

御質問をされましたので、最後の御質問以外は私

のほうから説明します。 

 まず、スマートグリッドの実証実験について、

そういうような実証実験になっているかというこ

とでございます。 

 スマートグリッドは二つの実験をしておりまし

て、一つは、寄田中学校跡地にメガソーラー施設

をつけまして、それに模擬の電力網、要するに、

４０キロ相当分の電力配線網をつけまして、太陽

が非常に照っているとき、夏場であったり、急に

日影になったり、そういったメガソーラーがあり

ます。さらに、家庭用の太陽光パネルが東向きだ

ったり、南向きだったり、いろんな向きについて

いるものを模擬したものがついてまして、それが、

きょうの今何時何分にどれぐらい発電した、その

発電した電気が系統にどんと入ってきたとき、ど
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のような悪さと言ってはいけないんですけども、

ふらつきであったり、あふれてしまったり、ドロ

ップというような電気が落ちてしまうような状況

になったりというふうなことが起きないかどうか

というのを、それを蓄電池であったり、電気の装

置で整流をしてやるというふうな装置を使って安

定化していこうというふうなことで、九州電力さ

んは電気を買うわけですので、買った電気が電線

に入ってきたときそれをまた１００％安全な安定

した電気としてほかの家庭に送るためにどういっ

たことができるかという実証をされるのが一つの

実験です。これは寄田中学校での実験です。 

 もう一つは、一般家庭に電力の見える化メー

ターを置きますということで、５００世帯ほど公

募をかけています。これにつきましては、今の発

電の需給バランスをとっているというのは、きょ

うは非常に寒い、あしたは非常に暑いというとき

に、例えば火力発電所の出力を８０から９０に上

げよう、もしくは１００％に上げようという形で

供給側のほうがバランスをとっていたんですが、

そうではなくて需要側のほうで、きょうは非常に

暑く、今から１時、２時は非常に暑くなる、そう

して使っていただくと電力が逼迫するのでという

情報を５００世帯の一部に与えて、今であれば電

気が高くなりますので使わないでくださいとか、

逆に、節電していただければその分何か電気代と

してインセンティブを与えますよというふうな実

証をして需要側でコントロールできないかという

ような実験をされるということで、電気をお互い

融通するというような実証実験ではなくて、需要

と供給のバランスを需給側でできないかという実

証実験をされるということで、二つの実験をされ

るということになっております。 

 それから、３番目の熱の利用について、中パさ

んのことでございます。 

 バイオマスをしますと、木質の最小になったチ

ップを燃やして蒸気をつくって、その蒸気でター

ビンを回して発電するということになりますから、

でき上がった蒸気を今度はまた冷まして水に戻し

て、水に戻したやつをまた蒸気にしてという形で

繰り返し繰り返し発電されるわけで、この発電し

た蒸気の熱を利用して何かに利用できないかとい

うふうな形で、我々も中パさんと検討はしている

ところです。この蒸気が１回戻ります。戻って

８０度ぐらいになったやつをまた蒸気に戻すとし

たほうが効率が非常に高いわけであって、高い熱

をなるべく回していくというふうに中パさんは今

のところ考えていらっしゃって、我々も熱を利用

するとすれば、４０度とか３０度の熱ではなかな

か使いづらいのでなるべく高いほうが欲しいとい

うことで、今、高い熱をできればいただいて熱利

用するという観点は、このエネルギー基本計画の

中でも電気だけではなくて熱というのは非常に大

事なものでありますので、協議をしているという

ような状況でありますが、向こうのコスト的な考

え方からすると、なるべく高い熱を循環させて回

していくほうが効率が高いということもございま

して、コスト的にどう見合うかというところが今

課題となっております。 

 それから、メガソーラーなんですけども、今私

どもが出している資料というのは、実は最新の資

料でございます。ただし、我々に対して出しても

いいという情報と、さらに九州電力さんにいろい

ろいただいている情報もありますが、相手方が出

してくれるなという情報も今のところございます。 

 さらには、５０キロ未満の低圧のメガソーラー

でなくてソーラーがかなりたくさん実はできてい

まして、市道とか農道を車で行かれるとちょっと

したスペースにメガソーラーではないですけど

ソーラーがあると思います。あれも実は売電して

おりまして、その数字を足しこんでいくと、さら

に御案内のとおりたくさんの再生可能エネルギー

が売られているという状況ではございますが、全

て今全体を把握できている状態ではございません。

これは今鋭意何キロ未満は幾らでどれぐらいです

か、それから、何キロ以上はどれぐらいですかと、

そういった大まかなデータはいただいたものをこ

こに入れていますので、最新のデータだというふ

うに考えているところでございます。 

○新エネルギー対策監（向野陽一郎）最後の

飯田市の関係でございますけれども、委員が御指

摘のように飯田市は大変な環境に関する先進地で

あるという認識をしておりまして、その中でも市

民参加型の事業がもう既にうまく回っている自治

体の一つであるというふうに認識しております。 

 御指摘のとおり、私ども薩摩川内市の取り組み

は、今、市民中心というよりもどちらかというと

企業中心じゃないかというようなことについては

御指摘のとおりだと思います。それはなぜかとい

うと、もともと２年前にこの事業が立ち上がった



－14－ 

ときには、やっぱり市民の方々がそもそも市役所

が何かをやろうとしているけれども、海のものと

も山のものともよくわからんという御指摘をたく

さんいただきました。私どもも正直、試行錯誤し

ながら昨年度ビジョンをつくって、行動計画をつ

くって、それからビジョンや行動計画に基づいて

具体的な事業を進めてきているというところがあ

ります。その間に、市民の方々にはきめ細かな普

及啓発を図って市民の方々の理解を深めていく、

あるいは市民の方が自分でちょっとやってみたい

という方が一人でも二人でも多く出てくることを

期待しているという状況でございます。つまり、

企業の方々と組んでやる話が多いんですけれども、

その間に市民の方々の理解を深めたり、市民イニ

シアチブの事業を１個でも２個でもつくっていく

というようなことを並行してやっているというふ

うに御理解いただければと思いました。 

 したがいまして、今後は企業さん、それから、

大学さんの取り組みに加えて御指摘のありました

コミュニティでありますとか、学校、それから、

いろんなＮＰＯなどの団体の発意による事業を私

たちが積極的に後押しをさせていただくというよ

うなことが一つでも二つでもふえてくればいいな

というふうに考えているところでございました。 

 以上でございます。 

○議員（井上勝博）やっぱり企業というのは利

益が得るか得られないかというところで、パッと

入ってきたりするけれども撤退も早いわけです。

しかし、市民レベルで再生可能エネルギーの普及

が広がれば、やっぱりエネルギーを大事にしよう

というそういう考え方から進めていくわけですか

ら、市民レベルまで広げていただく努力というの

は必要なんじゃないかというふうに思います。お

願いします。 

○新エネルギー対策監（向野陽一郎）ありが

とうございます。 

 もう言うまでもないんですけれども、私どもが

市民の方々との対話を継続しているのは今議員が

御指摘されたようなことが念頭にあるわけでござ

いまして、とにかく市民の方々の市民目線での事

業の実施ということを念頭に置きながら、今後も

しっかり普及啓発に努めてまいりたいということ

でございました。ありがとうございました。 

○議員（川畑善照）先ほど来、大田黒委員から

も出てましたけれども、蓄電池関係が一番重要だ

と思うんです。この蓄電池関係で、例えば自治会

なり、あるいは商店街なり、蓄電された電力を使

って夜間も防犯灯やら街路灯が賄える、そういう

のをやはりやるべきですし、今回、川内駅と川内

港のシャトルバスなんかは、バスに充電しておけ

ば本当に災害時に役立ちますよということも書い

てあるけれどもそういう面だけじゃなくて、例え

ば、電気自動車が普及してきたら供給スタンドで

す。電気のスタンドです。そういうのがその地域

が停電になったり、洪水になったら充電できない

ですよと。そうなったときはどうなるんでしょう。

ほとんど今回の供給スタンドは蓄電されているん

ですか。それは幾らぐらいするんですか、蓄電さ

れているんですか。教えてください。 

○新エネルギー対策課長（久保信治）今回の

バスの蓄電スタンドについては系統からいただい

て、その電気で充電するということになっていま

すので、もし系統、災害が起こったら充電ができ

ないというふうなことになります。ただし、今後

そういうことも議員の御指摘のとおりですけども

危惧されますので、川内駅を低炭素化するときに

ソーラーを乗せてそこに蓄電池を置いて、その蓄

電池と充電器が連携したり、逆にバスから駅やＦ

Ｍさつませんだいに送ったり、それから、総合運

動公園に太陽光を置いていますから、そういった

ところで充電をしたりということで汎用ができな

いかという検討をしているところであります。 

 それから、今、電気自動車を公用車として活用

しておりますけども休日はレンタカーというよう

な形にしていますが、その電気も実はパワーボッ

クスというものから取り出しができまして、その

電気でイベントをやったり、この間はイルミネー

ションを点灯しましたけどもそういった形にもで

きますし、災害の避難所に持っていきますと１日

分の電気ぐらいは十分賄えますと。クーラーをか

けたりをがんがんしたりというのはできませんけ

ども、重要なものは使えるというふうなことに活

用できますので、今後もそういった電池の活用方

法も含めて、例えば、おっしゃいました商店街で

あったり、それから、地域であったりといったと

ころにも発生していくような施策は検討していき

たいと思っております。 

○議員（川畑善照）そういうことだと思います。

ですから、ある国では一帯が停電になって電気自

動車が動かなくなったということもちょっと情報
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で聞いたこともありますし、それから、やはり先

ほど来、ここに協議会や会議がありますけれども、

地域住民、あるいは自治会、あるいは商店街、そ

ういう方々にやはり情報を提供して、そして我々

がそれだったらそれを蓄電池を入れようやとか、

そういうふうになったら安定供給もできるし、い

ろんな情報共有が欲しいというのが協議会、推進

会議だけじゃなくて地域住民の代表者でも共有で

きるようにしていただきたいなというのが一応提

案です。 

 以上です。 

○新エネルギー対策監（向野陽一郎）ありが

とうございました。 

 情報共有の重要性は、先ほど大田黒委員も強調

されたわけでございます。それで、私どもも地域

で一体的に取り組んでいくような仕組みをつくる

ためには、市民の方々に御理解をいただいて、市

民の方々が積極的に取り組んでいただけるような

環境づくりをしないとだめだというふうに考えて

おります。したがいまして、地域での情報共有と

いうのは積極的にやっていきたいというふうに考

えておりますし、今はどちらかと言うと比較的ア

ナログでございまして、夜な夜な出かけていって

皆さんで車座になってお話をさせていただいて、

いろんな御意見を賜るというようなことが大体通

常のやり方でございますけれども、もっと効果的

なやり方がないのかどうかについても含めて、私

どもでしっかり考えていきたいというふうに考え

ております。ありがとうございました。 

○議員（佃 昌樹）２、３、質問したいと思い

ますが、未来のあるべき姿ということでスタート

しているわけですが、今いろんな実証実験をやっ

たり、共同研究開発をやったり、いろいろと事業

を進めていらっしゃるわけです。こういった基礎

的な事業をいつまでやるのか。その成果としてラ

イフライン化、またはライフステージ化をしてい

くことになるわけだけども、ビジョンの中では今

後１０年の間に取り組むべき具体的な方策という

ふうには出ているんです。果たして今の共同研究

や共同開発、並びにそういった実証実験が１０年

間かかるのかどうなのか。今何％、対策監の感覚

でいいけれども、今２年たった、現在。全体とし

て何％ぐらい達しているのか。そこのところがま

ず１点。 

 それと、第２ステージという形――実証実験はそ

ういう研究開発をやった、それから、ライフライ

ンやライフステージ化していくために第２ステー

ジ、にもっていかにゃならんわけで、第２ステー

ジというのがいつごろから始まっていくのかとい

うのがわからんわけ。それぞれ行動計画のビジョ

ンが示されているけど、一つ一つを取り上げたら

全然期間が違ってくる可能性がいっぱいあると思

うんです。短期間でできるもの、長期間かかるも

の、それぞれあると思うんだけれども、そういっ

たものを示されればありがたいなと思います。 

 それと三つ目なんですが、成長戦略ビジネスと

いうことで次世代エネルギーということが入って

いるわけです。そういったところでこの特別委員

会も設置されていますけれども、今の人員配置、

組織、体制、これについては成長戦略ビジネスと

いうことで注目はしているんですが、果たしてど

うなのかというのも気になるところだもんですか

ら、遠慮なく今の組織体制ということについては

どう考えていらっしゃるか。３点、お願いします。 

○新エネルギー対策監（向野陽一郎）まずも

って、かなり私の私見が入りますことを御容赦い

ただければと思いますが、今大きく御指摘いただ

きました点につきまして、なるべく丁寧にお答え

したいと思います。 

 まず１点目でございます。ビジョンや行動計画

をつくって一体全体進捗度合いはどうなのかと、

どの程度なのかということであります。ビジョン

や行動計画の中の、特に行動計画の１０年の中の

今は初期段階だというふうに私は考えておりまし

て、初期段階の中で私どもがやりたいことについ

ては、市民生活、それから産業活動、それから都

市基盤の整備というこの三つの論点でございます。

もう一度申し上げますと、大体おおむね１０年間

の時間軸の中で、大体、短期、中期、長期という

ふうに三つのフェーズに分けたと。分けた中で私

どもがしっかり取り組んでいきたいのは市民生活

に関連すること、それから産業活動に関連するこ

と、それから都市基盤の整備に関連することとい

うこの三つでございます。その上で、現在の進捗

状況を問われれば、恐らくは全体の１０％いくか

いかないかではないかなというふうに考えており

ます。 

 今現在、市民生活にかかわることを優先的に取

り組んできております。それは先ほど井上議員か

ら御指摘があったように、市民の方も含めて一体
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的に取り組んでいかないと本当にまちの、地に足

のついたものにならないんじゃないかという御指

摘とも関連するんでございますけれども、やっぱ

り私どもの立場からすると最大のお客様というの

は市民の方々なわけで、その市民の方々が困って

おられることを解決するための施策として市民活

動に関連することを優先的に取り組んでまいりま

した。一方で、これは先般の議会の中でも谷津議

員からも御指摘をいただいておりますけれども、

いわゆる雇用、それから、所得の安定というよう

なことにつながっていく、いわゆる産業振興のと

ころは実はほとんど手がついていないというのが

現状でございます。 

 したがいまして、現状を評価すれば１０％にも

いっていないんじゃないかなという印象を持って

おります。したがいまして、今後は市民生活、都

市基盤の整備ということについてもやるんですけ

れども、もともとこのビジョンや行動計画をつく

る発端になったのは岩切市長が言っていますとお

り、関連企業の誘致を含めて産業振興であるとか、

その中での雇用の確保、所得の拡大というような

ことを申しておるわけでございまして、そこに応

えていけるような事業についても早々に準備をし

ていく必要があるのではないかということを考え

ておるわけでございます。これが１点目でござい

ました。 

 ２点目でございます。いろいろなライフライン

の整備でありますとか、新しい生活様式の確立と

いうようなことには、御指摘をいただいたように

時間軸がちょっと異なってまいります。したがい

まして、今後の事業の中では、例えば、この事業

についてはおおむねこれぐらいの時間がかかる、

つまり、理想形にいくに当たってはおおねこれぐ

らいの時間がかかるんだというようなことも少し

数字も交えた格好で御説明をしていくことが重要

ではないかなと考えております。もしかすると、

特に都市基盤、いわゆるライフラインの整備など

は１０年を超えるような期間がかかるんではない

かというふうにも思っておりますし、そこの長短

につきましてはなるべく数字を入れた格好でわか

りやすく、この委員会なども活用して御説明をし

ていきたいというふうに考えております。これが

２点目でございます。 

 ３点目でございます。特に、成長戦略の実現に

つきまして４大ビジネスの中の非常に重要なパー

トを次世代エネルギーが占めているというふうに

考えてございますけれども、現行の体制でござい

ますが、現行私も入れまして、嘱託員も入れて

８名で仕事をやっております。 

 実は、体制のところは、これはちょっと課員に

は酷な話でございますけれども、仕事がふえても

安易に人をふやしていくのはよろしくないんじゃ

ないかというのが私の問題意識でございました。

というのは、いろんな財政改革、行財政改革とい

うのが一方である中で、非常に重要な分野である

から体制を無尽蔵に拡大していったらいいのかと

いうことに対して私は若干否定的でございまして、

今いる人間、それから、今ある理想図をどうやっ

て活用すればより効果的な仕事ができるかという

ことに今主眼を置いております。したがいまして、

今後、多分無尽蔵に仕事がふえてくると思います

ので、そのときはどこかでギブアップのサインを

出させていただくことにしまして、まずは現行今

あるスタッフ、それから、今ある資源を活用しな

がらどれだけ効率的に、かつ効果的に仕事ができ

るかということをチャレンジしてまいりたいとい

うふうにかように思っております。 

 以上でございました。 

○委員長（森永靖子）よろしいですか。 

○議員（森満 晃）済みません。スマートハウ

スから３点。 

 １点目が、関連しますがこの実証事業の期間が

どれぐらいあられるのか。 

 それと、２点目に省エネを体感できるというこ

とで、実際のそういう宿泊体験とかができるのか。 

 ３点目が、これが終了時点でこれは解体される

のか。それか、何か公募をかけて一般の住宅みた

いな形にされるのか。 

 それともう一つ、スマートグリッドの実証実験

について、関連しますがモニター募集の状況につ

いて５００戸ということですが、今時点で２カ月

ぐらいたっておりますけども公募がどれぐらい来

ているのか。 

 以上です。 

○新エネルギー対策課長（久保信治）スマー

トハウスの実証の期間についてと、その後の解体

するのかというのは大体一緒になりますので、そ

れをまとめてお答えしたいと思います。 

 大体、完成後３年程度で今後どうするか、その

まままだモデルハウスとして使うのか、それとも、
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これを公募して市民の方に使って――売るという形

にするのかというのは、３年程度で大体めどを立

ててみたいと思っています。というのは、こうい

った技術が日進月歩かなり進んでおりまして、か

なり３年たつとさらにすばらしい施設が出てくる

可能性というのもございますので、さらにそれを

付加した形でスマートハウスを継続して観光であ

ったりそういったものに使っていけるものになる

のかというのは、３年程度たったところで次のス

テージを考えていきたいと思っています。解体と

するのはもったいないので、そういった場合にお

いてはできるだけ資産を高いうちに、もし要らな

いというふうに判断した場合においては売ってい

ったほうがいいんじゃないかなと、処分したほう

がいいんじゃないかなと思っておるところでござ

います。 

 それから、宿泊体験等に使えないかということ

でございますが、こういったスマートハウスは九

州でいきますと宮古島とか、それから、水俣とい

うところにもございまして、水俣については宿泊

体験はしていませんが、宮古島は宿泊体験をさせ

ております。そういった形で民間の旅館とかホテ

ルと競合しないような形で、体験という形で、短

期滞在という形で市民が活用できるような体験の

方法というのを宮古島でもやってらっしゃるので、

その例を見ながらどうした方法がいいのかという

のは、ぜひ泊まってお風呂に入ったりとか、そう

いった本当に生活の中で体験していただくという

のが非常に大事なので、検討して、勉強してまい

りたいと思っております。 

 それから、今スマートグリッドのモニターの状

況なんですけども５００戸ほど募集したいという

ことで、今現在２５０ぐらいというふうに聞いて

おります。もうちょっとなるべくふやしたいとい

うふうに考えておりますので、今ＦＭさつません

だい等でもぜひ手を挙げていただきたいというこ

とでずっとＰＲしておりますし、ぜひとも帰られ

たら、そういうのが聞けたら手を挙げていただき

たいということで宣伝していただければと思って

おるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（森永靖子）質疑は尽きたと認めます。 

─────────―――───── 

   △甑島電気自動車（ＥＶ）レンタカー導入

実証事業の実績等 

○委員長（森永靖子）次に、甑島電気自動車

（ＥＶ）レンタカー導入実証事業の実績等につい

てに入ります。 

 当局の説明を求めます。 

○新エネルギー対策課長（久保信治）それで

は、資料２について御説明いたします。 

 超小型モビリティにつきましては２０台導入し

ておりまして、上甑島に８台、下甑島に１２台入

れてあります。それから、ＥＶレンタカー、ｉ－

ＭｉＥＶですけども、ｉ－ＭｉＥＶにつきまして

は上甑島に１台、それから、下甑島に２台導入し

ておりまして、今、表に書いてあることを御説明

します。 

 ポイントとしましては上に書いてありますが、

超小型モビリティに関してはレンタル料を引き下

げたことにより利用回数の伸びが見られた一方、

地域間で利用頻度の差があることが明らかになっ

ております。もう一つのポツですけども、ＥＶレ

ンタカー、超小型モビリティともに、燃料代金及

びＣＯ２の削減面からは、明らかに導入効果が確認

できるということでございます。 

 １番でございますが、１番の表につきましては

ＥＶの電気自動車、４人乗りのレンタル実績につ

いて書いてございます。８月から１０月からをま

とめておりますと、上甑島と下甑島にございます。

失礼しました。一人乗りと４人乗りの実績でござ

います。上甑島は創夢レンタリース、下甑島は五

色レンタカーと親和レンタカーに以下のように配

置してございまして、８月、９月、１０月の実績

が書いてございます。上甑島においては、超小型

モビリティがかなり活用されているようでござい

まして、下甑島については同等程度が活用されて

いるような状況でございます。 

 それから、２のＥＶレンタカー導入の中間実績

ということで、これはそのうちのＥＶレンタカー、

要するに、４人乗りの実績についてでございます。

観光とビジネスにどのように使われているか。さ

らに、公用車としてどういうふうに使われている

かというのが書いてございます。ビジネス、観光

ともに同程度使われておりまして、公用車利用に

ついてはカウント次第でございますが今のところ

活用されにくい状況にあるということでございま

す。 

 燃料代の削減効果、それから、ＣＯ２の削減効果

につきましては、電気料金を１２．１円とガソリ
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ンを１４７円で計算しています。これを甑島はも

うちょっと高いので、それを勘案すると燃料代金

額については今は２万７，０００円と書いてござ

いますが、さらに３万円を超えてくるというふう

な形になります。 

 ＣＯ２削減の計算につきましては、もともと電気

を再生可能エネルギーでつくっておりませんでデ

ィーゼル発電機でつくっておりますので、その発

電した電気のＣＯ２も加味した形でＣＯ２削減量を

計算しております。ＣＯ２削減量の計算が今出てお

ります２５７．１４というふうになっております。 

 それから、３番の超小型モビリティ導入実証事

業の中間実績でございますが、超小型モビリティ

はレンタカー３社と支所に４台、それから、地区

コミュニティに８台というふうに出しております。

使用回数につきましては、明らかに地区コミュニ

ティ協議会のほうが多いように見えますが台数が

８台でございますので、どちらかというとレンタ

カーとか支所利用のほうが今のところ多いと。た

だし、１カ所当たりで非常に使ってらっしゃる、

例えば、この間ＭＢＣの放送にも出ましたけれど

も、青瀬地区コミュニティについては、自分の主

事さんであったり自治会長さんだけではなくて、

そこの地区の方々がシェアリングした形で使って

らっしゃるということで非常に実績が上がってい

るところがございます。逆に、余り近いというこ

とで使われていないケースというのもございます

んで、こういった濃淡がございますので、３カ月、

４カ月たった時点で再編とか使い方というものは

今後検討していきたいと思っております。同様に

燃料代についても１２．１円とガソリン代

１４７円で積算したところ、導入削減効果という

のはこういったことでありますということでござ

います。 

 続きまして、２ページが同時に超小型モビリテ

ィを借りられた方に対してアンケート調査を実施

しているものでございます。 

 アンケート調査の中間報告によりますと、

９３名の方から聞きましたと。やはり男性のほう

が多いようでございます。年代別にしますと

４０代、５０代のところが多いということになっ

ております。アンケート結果の速報四つをまとめ

ておりますが、コムス、一人乗りの電気自動車を

利用したことによってよい観光ができましたかと

いう回答につきましては、「はい」が９５％。

「ＥＶ等の環境対応車は今後必要だと思います

か」という意見も９５％。「今後、環境対応車の

購入やシェアリング、レンタカー等で利用したい

と思いますか」というところが８４％。「またコ

ムスを利用したいですか」というのが９７％とい

うことで、超小型モビリティを活用したことで非

常に楽しい観光ができたという結果は出ていると

ころでございます。 

 ただし、利用の中で最初のほうを見ていただく

と、電気自動車の導入の実績が上がっていないと

ころがございます。特に８月というところでござ

いますが、そこにつきましては電気自動車に対す

る漠然とした不安、ガス欠じゃないですけども、

電気がなくなってしまってとまるんじゃないかと、

坂道が上がれないんじゃないかという不安がある

ということとともに、夏場はエアコンがついてお

りませんので非常に暑いといったことで一人乗り

のほうは利用されていないということもあります

が、まずは怖いんではないかとか、どこかでとま

るんじゃないかという御意見があったもんですか

ら、３ページの超小型モビリティに関する活動と

いうところで、これは島の職員の方々に御協力を

いただいて９月２８日土曜日に上甑島と下甑島に

同時に４台ずつ、１時からそれぞれこの車を運転

して、リレーで運転して、代表的な観光地を回り

ながら写真を撮って、本当に回ったよという写真

を撮って、電欠するまでリレーで走りましたと。

そうしますと、８台中、実は電欠、要するに走ら

なくなったのは１台だけでして、それも８６キロ

走りました。ほかの電気自動車はどうだったかと

言いますと、電欠する前に人間のほうがだれてし

まいまして、もう夕方になったのでもうやめよう

やということになりました。 

 ただし、この効果としましてはちょっと写真に

も写ってますが職員のほかに奥さん方も一緒に協

力していただいてリレーをしましたと。そうしま

すと、女性の目線で乗って非常に安心で非常に楽

しい乗り物だよという御意見が出た結果、これが

観光地に来られた方々に口コミで楽しい自動車だ

よというのが伝わって、先ほど言いました

１，０００円に下げたという効果もありますが、

さらにこういった効果もありましてふえていると

いう状況にあります。日常の風景を見ていただい

ても、この狭い風情のある道路にコムスというの

は非常にマッチングしておりまして、観光という
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面でも非常に役に立っているのではないかなと思

っております。 

 最後の４ページには、各メディアで取り上げら

れた事例でございます。一般紙だけではございま

せん。ほかの工業新聞紙にも出ておりますし、さ

らには全国新聞にも出ております。日曜日には熊

本のＰＶＥＨＶタウンのモデルケースの事例発表

ということで、薩摩川内市は鹿児島県代表という

ことで呼んでいただいて私のほうが約２００名の

前で話をしてきまして、非常にこの取り組みにつ

いて賛同されたり、飛騨高山へ行って説明したり

といったことで非常に全国の講演にも呼ばれてい

る事例でもありますし、逆に甑島に見に行ってみ

たいという取材の申し込みというのも非常に多く

なっているということで、単に実証実験とはいえ

こういった効果を見る中では環境に優しいという

部分でもありますが、甑島のエコアイランド化と

かに加えまして甑島の認知度を上げるということ

にも役に立っているのではないかというふうに考

えているところでございます。 

 以上で説明を終わります。 

○委員長（森永靖子）これより質疑に入ります。 

 御質疑願います。 

○委員（江口是彦）非常に私自身は暑いときに

導入でしたので、夏ですね。それを一緒に試乗と

いうか、見たりしながら、なかなかクーラーはも

ちろん効きませんから、それと山坂越えて集落間

の往復に使えるかなとか、それかもう一つは地区

コミに配置されてもいざというときに、例えば年

寄りをちょっと小高い病院までさっと案内をした

り、そういうのには二人乗りじゃないと使えない

んですけど、どう活用されるのかなというふうに、

特に地区コミに配置された分について、上・里、

含めて８台配置されましたから。 

 レンタカーのほうは、多分観光客も一人で来た

人が乗る例は出てくるだろうなと思っていたとこ

ろでした。 

 そこで、地区コミの使い方、さっき言われた青

瀬は私も実際に見て、よく活用してるなと。毎日

のように多分充電されていると思います。使われ

ている。例えば、こんな手打については、なかな

かそんな利用されていない雰囲気があったりして

いますので、各地区コミで利用方法なんかの情報

交換とかもっとされたほうがいいんだろうなとい

うことを感じました。今、何カ月しかたっていま

せんので今後の観光面も含めてですけど、地区住

民の方々に親しまれるような使い方ができればい

いなと思っています。半分以上意見です。 

○新エネルギー対策課長（久保信治）一人乗

りの電気自動車について、観光については非常に

使いやすいということで使われているんですが、

反面、先ほどおっしゃいました暑いとか、坂が力

がないんではないかとか、それから、一人乗りな

ので観光をしていても楽しくないとかそういう御

意見がありましたが、あの大きさで二人乗りとい

うのも最近出てきてはいるんですが、長時間乗る

というのは非常につらいということもありまして、

二人乗りよりはツーリングという形で楽しむ、そ

の中ではコミュニケーションツール、要するにト

ランシーバーのような一緒に走りながら走ってい

けるような、もちろん手ぶらでするということで

す。そういったものが必要ではないかということ

が浮き彫りになってきていまして、その辺につい

ては検討していきたいと思います。 

 それから、地区コミ利用につきましては、確か

に青瀬についてよく使われております。その事例

について検証してみますと、まず地区コミの使い

方としては地区コミの自治会文書の配布というの

が狭い道で今までは車で持っていって、そこから

持っていくときに狭い道をなかなか大変だったけ

ども、それを自転車で持っていくと雨でぬれると。

それが車ですとぬれないので非常に便利であると。

紙といっても非常に重いので、３０キロまでは乗

せられるので非常に役に立っていますという使い

方を最初青瀬地区も含めてほかのところもやって

らっしゃいます。ところが、青瀬地区については、

ちょうど長浜と手打の真ん中にありますので、何

かの会合があるとしたら長浜か必ず手打に行かな

いといけないということで、長浜でそういったと

ころに使うのにはどうしても連絡車として使う。

西山地区も子岳地区も同じような使い方をされて

まして、非常に行動距離も走ってらっしゃるとい

うことであります。手打とか里につきましては拠

点が自分のところにあるもんですから、先ほどの

配布文書ぐらい程度しか使われてないというのが

浮き彫りとなってきました。ただし、青瀬地区の

すばらしいところは、さらに主事さんとか、コミ

会長さんだけではなくて、一般の方々が長浜に使

ったり、手打に使うときにどうしたらいいのかと

いうのを検討されて、最初は距離数を書くように
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されたということなんですが、距離数とかいうの

は今ＧＰＳで我々データを取れるようになってま

すので、それは大丈夫ですから誰が借りたかとい

うことさえわかればいいですよというふうにした

ら、名前だけ書くようにしたら非常に活用された

ということがありましたので、そういった好事例

を横展開させられるようなこともぜひやりたいと

思っております。ありがとうございました。 

○委員長（森永靖子）よろしいですか。 

質疑は尽きたと認めます。 

次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

○議員（井上勝博）観光客が４人乗りのＥＶレ

ンタカーを使って、全ての集落を訪れようとした

場合にそれは可能なんですか。つまり、電気を供

給できる場所があるんでしょうか。 

○新エネルギー対策課長（久保信治）８月導

入当初は長浜港と、それから、里支所にありまし

たけども、現在、上甑支所、鹿島支所、手打支所

にも充電器を設置しました。全ての地区を回って

観光ができるかといったら、実際１２０キロぐら

いは通常走りますのでできるんですが、運転の仕

方、急発進、それから、すごいスピードを出して

坂を上がるというようなことをされると、やっぱ

り運転によっては１周回れないケースが出ている

ようです。ですから、その辺の乗り方については、

レンタカーのほうでそういうふうな乗り方をされ

ると電気の消耗が大きいですよというのは御指導

をしていただきながらレンタルさせていただいて

いるというような状況でございます。 

○委員外議員（井上勝博）土日も供給できるわ

けですか、支所で。 

○新エネルギー対策課長（久保信治）土日も

供給できるようにしております。 

○議員（小田原勇次郎）私は１点だけ。 

 私は昨年の導入後すぐ、まだ料金が高い時代に

一人乗りに、女房と二人で甑アート展を里へ見に

いったもんですから、その折に、実証実験をさせ

ていただきました。モデルになって運転してまい

りました。そのときに感じたことは、るる空調が

ないとかいろいろ御説明がありましたので、その

中で、支所で使われる分はもう皆さん土地勘があ

られますのでいいんですが、観光目的で実証され

た場合に、例えば、特に小型の一人乗りのモビリ

ティの場合に一応満タン充電の場合の２時間借用

ですから、そうしたときのモデル的に走れる距離

の大まかな、一見の方でも走れるような、土地勘

のない方が走れるようなそういうモデルマップみ

たいなものを添えて使っていただければ非常に不

安解消に。私も途中で走っておって、戻るときま

で「電気が続っどかい」という不安を覚えながら

帰り着いたという実証実験でありましたので、そ

こら辺の不安解消にはなられるのかなという簡単

なモデルマップをされたらどうかなと思ったとこ

ろですが、そこら辺は検討の余地はありませんで

しょうか。 

○新エネルギー対策課長（久保信治）先ほど

説明しました電気自動車に対する漠然とした不安

の中に、どこかで電気が尽きてしまうんではない

かというのがあると同時に、一人乗りはカーナビ

がついてませんので、どこに行ったらいいんだろ

うかと。２時間で周り切れるんだろうかという心

配があったということで、資料の３ページにあり

ます電欠マラソンのときに、下甑の職員が非常に

観光ルートも知ってますので回りながら、実は何

時間で回れるかという観光マップもこれで合わせ

てつくろうということにしてまして、今職員の協

力を得ながらこういうルートなら回れるというマ

ップ、要するに、ラミネートした簡単なものでは

ございますが、ビュースポットみたいなものも含

めてつくれないかということで今作成中というと

ころでございます。ありがとうございます。 

○委員長（森永靖子）質疑は尽きたと認めます。 

─────────―――───── 

   △委員長報告の取扱い 

○委員長（森永靖子）以上で、日程の全てを終

わりました。なお、本日の調査内容について、今

定例会において委員長報告を行うこととしたいと

思いますが、御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森永靖子）御異議ありませんので、

そのように決定しました。 

 ここで、協議会に切りかえます。 

～～～～～～～～～～     

午前１１時４４分休憩     

～～～～～～～～～～     

午前１１時４９分開議     

～～～～～～～～～～     

○委員長（森永靖子）それでは、本会議に戻し

ます。 

─────────―――───── 
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   △行政視察の取扱い及び委員派遣 

○委員長（森永靖子）行政視察の取り扱いにつ

いては、閉会中、来年２月上旬に行政視察を実施

したいと思います。委員派遣の手続は正副委員長

にお任せいただいて、そのように取り扱うことで

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森永靖子）御異議ないと認めます。

そのように取り扱いたいと思います。 

─────────―――───── 

   △閉  会 

○委員長（森永靖子）それでは、次世代エネル

ギー対策調査特別委員会を閉会いたします。 

 本日は、長時間どうも御苦労さまでした。お疲

れさまでした。ありがとうございました。 
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